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西暦 海       外 元号 日     本

1715 英国ではじめてのボート競漕開催（現在も続く）．

1775 ロンドンで最初のレガッタ．世界に広がり始める．

1815 オックスフォード大にボートクラブ．学内対抗始まる．

1829 オックスフォード-ケンブリッジ対抗レガッタ始まる．

1839 ヘンリーレガッタ始まる．ハーバード大で漕艇始まる．

1847 英国でキールのないシェルフォアが登場．

1853 磨かれた板座の上にラードを塗り，足を使い始めた．

1854 安政１ 長崎，海軍伝習所の教科に漕艇の記録あり

1856 シェルエイトがヘンリーで優勝．シェル艇の時代に．

1857 米国，J.C.バブコックが滑席艇を実験．

1863 オーストリア，イタリア，スイスにボートクラブ誕生．

1866 慶応2 横浜で英国人がバージクラブを創立．

1869 スライディングシートの実用化進む． 明2

1875 明8 F.W.ストレンジ来日，大学予備門訓導となる．

1877 明10 この頃大学有志が漕艇部を創立

1892 FISA創立（フランス，スイス，イタリア，ベルギー） 明15

1905 明38 第１回早慶対抗レース．

1915 ［第一次世界大戦始まる］ 大4

1919 ［第一次世界大戦終息］ 大8 日本最初のシェル艇対抗レース（東大vs早大）

1920 大9 ６月．７大学代表により，日本漕艇協会創立．

1926 名コーチ，フェアバーンがローイングノート著作． 昭1

1928 昭3 ７月，五輪に初参加．（関東大選４＋，石井1×)

1934 この頃までオーソドックス漕法が主流． 昭9

1939 ［第二次世界大戦勃発］ 昭14 文部省が学生の運動競技を休日以外禁止．

1940 第二次世界大戦でオリンピック中止． 昭15 戸田漕艇コース竣工

1941 昭16 12.8，太平洋戦争勃発．

1942 昭17 全日本中学選手権（フィックス）最終回．

1943 昭18 学徒体育大会の全面禁止．

1944 第二次世界大戦でオリンピック中止． 昭19 戦局が悪化し，全ての競漕会中止．

1945 ［8．6広島，8．9長崎原子爆弾投下，大戦終息］ 昭20 6.23沖縄戦終息--８．１５日本降伏（終戦）
１１．１６，隅田川（向島）で競漕会復活．

1946 昭21 8.9-11，第１回国体夏季大会．瀬田川，ＫＦを採用．

1948 昭23 オリンピック参加を許されず．

1951 昭26 瀬田川，第１回全日本社会人実業団選手権．

1953 昭28 ８月，瀬田川で第１回全国高校総体．

1957 昭32 早慶レガッタで沈没レース．

1959 欧州選で西独圧勝．アダム漕法とマコンブレード登場． 昭34

1962 スイス，ルツェルンで第１回世界選手権． 昭37 世界選手権に２４名参加．エイトは１１位．

1964 昭39 戸田漕艇場落成．東京五輪．

1965 オーストラリアで「ロウイングエルゴメータ」が作られる． 昭40

1968 昭43 国体にシングルスカル採用．フィックスを廃止．

1969 昭44 全日本女子選手権始まる．

1972 エンパッハが新素材艇を導入．ミュンヘン五輪． 昭47 この頃（～’７４）年，事故が相次ぐ．

1974 昭49 高校総体でシェルフォア始まる．　第1回インカレ．

1976 世界軽量級選手権始まる 昭51

1977 ＦＲＰオールが本格的に普及し始める． 昭52

1980 モスクワ五輪．西側諸国のボイコット． 昭55 モスクワ五輪ボイコット．

1981 可動リガー登場．世界選手権でコルベが優勝． 昭56

1982 ボストンでCRASH-B（初のエルゴ大会）． 昭57

1984 ＦＩＳＡが可動リガー艇を禁止 昭58

1991 コンセプトがビッグブレード開発 平03 高校総体，国体でナックルフォア廃止．

2000 シドニー五輪．レドグレーブ（英）が５個目の金メダル． 平12 世界選手権で，日本ＭＬ４×が初優勝．ＦＬ４×も４
位．2001 ［９．１１米国で同時多発テロ］ 平13

2005 世界選手権岐阜大会（アジア初） 平17 世界選手権が岐阜で開催（アジア初）．

2008 北京パラリンピックでアダプティブロウイング始まる． 平20

2012 ロンドン五輪 平24

2016 リオ五輪（南米初） 平28

歴史を学び，現代を漕ぎ，未来の平和とロウイングを，後輩たちと築いていこう！　未来はまだ何も決まっていない…

J10-01　ロウイングの歴史
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